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ないようにデータを加工するなどの配慮が必
要である．
　このように検査・測定・評価の実施にあ
たっては，対象者に対する倫理的な配慮が必
要であることを理解し，事故やトラブルにつ
ながらないよう留意する．
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3 測定後のフィードバック

　検査・測定によって得られたデータは，実
施された「目的❶」を踏まえた評価（分析と
解釈，問題のリスト化，目標値の設定など）
を行ったうえで，迅速かつ丁寧にフィード
バックされなければならない．フィードバッ
クの対象はプレーヤー本人に限らず，時とし
てコーチングスタッフや家族などに至る場合
もある．そのため，フィードバックする設え
の工夫が必要である．例えば，対象者の属性
が「成人プレーヤー」，「児童プレーヤー」，
「保護者」であれば，フィードバックシート
に記載する「表現（語彙や専門用語の選択）」
や「見せ方（イラスト，グラフ，表など）」が
それぞれ異なることは想像にやすい．また，
検査・測定の目的がチームに対する「コン
ディショニング」と個人に対する「リコン
ディショニング」であれば，フィードバック
の手段として「集合講習」と「個別面談」を
使い分ける場合もある．このように，何を
フィードバックするかだけでなく，どのよう
にフィードバックしていくかというところに
も主眼を置くことが重要である．

（1）目標値・参照値の活用と留意点

　目標値や参照値があると自身の測定結果を
解釈するにあたり非常に役立つ一方で，自身
の測定値を見る際の印象を大きく左右する．
そのため，行き過ぎたトレーニング計画の立
案や，モチベーションの低下につながる場合
もある．したがって，どのような目標値・参
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p2～3 を参照．

ことにつながらないよう十分な配慮が必要で
ある．検査・測定・評価で得られる対象者へ
のメリットと，対象者の負担のバランスがと
れているかを確認しながら計画・企画する．

（2）説明・同意における配慮

　メディカルチェックやフィジカルチェック
など，大規模な体制で検査・測定・評価を企
画する際には，あらかじめどのようなデータ
を取得するのか，測定に際してのリスクはど
のようなものかなど，実施に関する説明と同
意を得ておく必要がある．その際，未成年者
のデータ取得については，保護者への説明と
保護者からの同意の取得など，さらなる配慮
が必要となる．

（3）検査・測定における配慮

　実際に検査・測定を行う場面では，あらた
めてそれぞれの検査・測定の目的や実施内容
について説明を行い，対象者にとって不必要
な不安や不快感を抱かせないように配慮す
る．特に直接対象者に触れる必要のある検
査・測定の場合には，触れ方や声のかけ方，
肌の露出を伴うような検査・測定の場合に
は，プライバシーへの配慮などに留意する．
一般的には女性対象者に対してより慎重な配
慮がなされるが，上記のような検査・測定時
には性別に関係なく個人への配慮と位置づけ
て準備をすることで，検査・測定にまつわる
トラブルを回避できると思われる．

（4）フィードバック・データ公表におけ
る配慮

　取得したデータにも個人のプライバシーが
含まれることを常に認識しておく必要があ
る．JSPO-AT が扱うデータには健康やパ
フォーマンスに関わる，秘匿性を担保する必
要のある情報が含まれる．こうしたデータを
扱う際には，個人情報保護法を基盤とした対
応を念頭に置き，情報の流出などが起こらな
いよう，細心の注意を払う．時には検査・測
定・評価の結果を有効活用するために，チー
ム内で結果を公表するなどの手段がとられる
場合もあると思われる．その際にも，あらか
じめ取得したデータをどのように扱うかにつ
いて，対象者への説明や同意を得るプロセス
を踏む必要がある．さらに，組織外にデータ
を公表する際には，基本的に個人が特定でき
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照値をフィードバックで提示するかは，コー
チングスタッフの意図を含めて事前によく話
し合うことに留意すべきである．使用する目
標値・参照値は検査・測定の「目的」によっ
て異なるが，過去の測定値や同一競技種目の
プレーヤー（チームメートなど）に関する統
計値，さらには，研究報告等からの引用など
多岐にわたる．参照値の一例として，日本人
トップアスリートのフィットネスチェック
データ（身体組成・形態，筋力・筋パワー，
運動能力，エネルギー産生能力）が男女，競
技種目，年齢に分けて公開されている1）．

（2）図表の活用と留意点

　データをできるだけ見やすく，解釈しやす
いように提示するうえで，図表の活用は効果
的である．複数の測定項目を時系列や参照値
と合わせて示すのに「表」は優れている．ま
た，測定データの変化や関係性を可視化する
のに「グラフ」は長けた性質をもっている．
グラフには，棒，折れ線，円，散布図，レー
ダーチャート❷など様々な種類があるため，
可読化させたいデータの性質を理解したうえ
で使い分けることも，フィードバックの技術
と工夫になる．また，グラフはデータの可読
性を高められる反面，提示方法によっては
誤った解釈が導かれやすくなることに注意す
る必要がある．特に，わずかな差（生理学的
もしくは測定精度から考えると非常に小さく
て意味のない差）であっても，グラフ軸のス
ケールによっては大きな変化であるかのよう
に表示されてしまう（図 1-1-1）．そのた
め，受け止め方によっては，臨床的・実践的
に意味のない効果判定で対象者を一喜一憂さ

❷レーダーチャート
は，評価項目が多い場
合にプレーヤーがどの
項目に課題を有してい
るかを分かりやすく示
すことができる．5段
階評価ではグループの
平均値±0.5SD（SD：
標準偏差）と ±1.5SD
で段階を区切り，各測
定項目を 1～5のグ
レードに相対化するこ
とで評価を行う．レー
ダーチャートは，偏差
値（Tスコア）やZ値
（第 2巻第 7章 3を参
照）を使って作成する
こともできる．

❸第 2巻第 3章 1「各
種要因が安全・健康管
理に及ぼす影響」を参
照．

❹第 2巻第 6章 3「ス
ポーツ外傷・障害の発
症要因」を参照．

❺第 3巻第 2章 1「コ
ンディショニングにお
ける基礎知識」を参照．

❻第 3巻第 2章 3「ト
レーニング負荷のモニ
タリング」を参照．

❼第 3巻第 3章 1「競
技特性の運動生理学的，
バイオメカニクス的分
析」，第 3巻第 3章 2
「競技特性分析の例」
を参照．

❽第4巻第 5章「機能
的，身体的な状態に応
じたリコンディショニ
ング：コンディション
不良に関係する各種問
題への評価と対応」を
参照．

❾ 第 2巻 第 7章「安
全・健康管理およびス
ポーツ外傷・障害予防
のための各種評価と情
報の活用」，第 3巻第
3章 3「分析した結果
の活用」，第 4巻第 3
章 1「リコンディショ
ニングにおける評価結
果の用い方」を参照．

せてしまうリスクもある．評価者は，検査・
測定で得られるデータの特性を見極めたうえ
で，意図して伝えたいことを最適に表現でき
る図表の作成に努める必要がある．

（3）検査・測定・評価を実施した「目的」
に基づくフィードバック

　前述したとおり，検査・測定・評価の「目
的」に応じてフィードバックの視点を整理す
ることが重要である．「安全・健康管理とス
ポーツ外傷・障害の予防」が目的であれば，
安全・健康管理に影響する要因❸やスポーツ
外傷・障害の危険因子・発生機序❹を意識し
たうえで，リスク回避に向けたフィードバッ
クを行う．また，「コンディショニング」が目
的となれば，パフォーマンス向上のための要
素❺や負荷❻，対象者の競技特性❼を意識しな
がら，個人や集団に内在する現在と望ましい
状態の差に焦点をあてたフィードバックが必
要である．さらに「リコンディショニング」
が目的となれば，コンディション不良に陥っ
た要因や関係する各種問題❽を意識しなが
ら，低下した身体レベルと望ましい状態の差
にフィードバックの焦点が変化していく．特
に，リコンディショニングにおいては，本来
パフォーマンス発揮できていたレベルより身
体機能が低下した状態になるため，各個人が
有するベースラインとの差に焦点をあてた
フィードバックが必要となる．それぞれの目
的に応じたフィードバックの活用例について
は，第 2～4巻❾にも詳細な解説があるため
参考にされたい．

図 1-1-1　グラフ軸スケールによる見え方の違いの例
誤差や変動が生じやすいインピーダンス法による体脂肪率であるが，縦軸スケールを変化させることで大きな差が生ま
れたように見える（グラフAおよび Bは同じデータで作図した棒グラフ）．
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